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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 鉄 （ II） イ オ ン を 含 み 、 温 度 が 常 温 乃 至 １ ０ ０ ℃ で あ る 処 理 液 を 、 原 子 力 プ ラ ン ト の 金
属 部 材 の 、 炉 水 と 接 す る 表 面 に 接 触 さ せ て 、 こ の 表 面 に 前 記 鉄 （ II） イ オ ン を 吸 着 さ せ 、
吸 着 さ れ た 前 記 鉄 （ II） イ オ ン を 酸 化 さ せ る こ と に よ っ て 前 記 表 面 に フ ェ ラ イ ト 皮 膜 を 形
成 す る こ と を 特 徴 と す る 原 子 力 プ ラ ン ト 構 成 部 材 の 放 射 性 核 種 の 付 着 抑 制 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 金 属 部 材 の 表 面 に 接 触 さ せ る 前 記 処 理 液 の 温 度 を ６ ０ ℃ 乃 至 １ ０ ０ ℃ に す る 請 求 項
１ に 記 載 の 原 子 力 プ ラ ン ト 構 成 部 材 の 放 射 性 核 種 の 付 着 抑 制 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 フ ェ ラ イ ト 皮 膜 の 形 成 を 、 前 記 金 属 部 材 の 表 面 に 付 着 し て い る 酸 化 皮 膜 を 除 去 し た
後 に 行 う 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 原 子 力 プ ラ ン ト 構 成 部 材 の 放 射 性 核 種 の 付 着 抑
制 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 酸 化 皮 膜 の 除 去 を 、 化 学 除 染 に よ っ て 行 う 請 求 項 ３ に 記 載 の 原 子 力 プ ラ ン ト 構 成 部
材 の 放 射 性 核 種 の 付 着 抑 制 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 鉄 （ II） イ オ ン を 含 む 第 １ の 薬 剤 、 前 記 鉄 （ II） イ オ ン を 鉄 （ III） イ オ ン に 酸 化 す る
第 ２ の 薬 剤 、 及 び ｐ Ｈ を 調 整 す る 第 ３ の 薬 剤 を 含 み 、 温 度 が 常 温 乃 至 １ ０ ０ ℃ で ｐ Ｈ が ５
． ５ 乃 至 ９ ． ０ で あ る 処 理 液 を 、 原 子 力 プ ラ ン ト の 金 属 部 材 の 、 炉 水 と 接 す る 表 面 に 接 触
さ せ て 、 こ の 表 面 に 前 記 鉄 （ II） イ オ ン を 吸 着 さ せ 、 吸 着 さ れ た 前 記 鉄 （ II） イ オ ン を 酸



化 さ せ る こ と に よ っ て 前 記 表 面 に フ ェ ラ イ ト 皮 膜 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 原 子 力 プ ラ
ン ト 構 成 部 材 の 放 射 性 核 種 の 付 着 抑 制 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 金 属 部 材 の 表 面 に 接 触 さ せ る 前 記 処 理 液 の 温 度 を ６ ０ ℃ 乃 至 １ ０ ０ ℃ に す る 請 求 項
５ に 記 載 の 原 子 力 プ ラ ン ト 構 成 部 材 の 放 射 性 核 種 の 付 着 抑 制 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 処 理 液 中 の 塩 素 濃 度 が １ ｐ ｐ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 又 は 請 求 項 ６
に 記 載 の 原 子 力 プ ラ ン ト 構 成 部 材 の 放 射 性 核 種 の 付 着 抑 制 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ の 薬 剤 は 、 金 属 鉄 を 有 機 酸 に 溶 解 さ せ た 溶 液 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５
乃 至 請 求 項 ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 原 子 力 プ ラ ン ト 構 成 部 材 の 放 射 性 核 種 の 付 着 抑 制 方
法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 溶 液 は 、 有 機 酸 を 含 む 水 溶 液 に 対 し て 不 活 性 ガ ス の バ ブ リ ン グ 及 び 真 空 脱 気 の い ず
れ か を 行 い 、 そ の 後 、 前 記 金 属 鉄 を 溶 解 さ せ て 前 記 鉄 （ II） イ オ ン を 生 成 さ せ て 得 ら れ る
請 求 項 ８ に 記 載 の 原 子 力 プ ラ ン ト 構 成 部 材 の 放 射 性 核 種 の 付 着 抑 制 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ の 薬 剤 は 、 炭 酸 鉄 を 炭 酸 水 と 有 機 酸 の い ず れ か 一 方 に 溶 解 さ せ た 溶 液 で あ る 請
求 項 ５ 乃 至 請 求 項 ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 原 子 力 プ ラ ン ト 構 成 部 材 の 放 射 性 核 種 の 付 着
抑 制 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ の 薬 剤 を 貯 留 す る タ ン ク 、 前 記 第 ３ の 薬 剤 を 貯 留 す る タ ン ク 、 及 び 処 理 液 を 貯
留 す る サ ー ジ タ ン ク の 少 な く と も １ つ に 、 不 活 性 ガ ス を バ ブ リ ン グ す る 請 求 項 ５ 乃 至 請 求
項 １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 原 子 力 プ ラ ン ト 構 成 部 材 の 放 射 性 核 種 の 付 着 抑 制 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 ２ の 薬 剤 は 、 ア ス コ ル ビ ン 酸 で あ る 請 求 項 ５ に 記 載 の 原 子 力 プ ラ ン ト 構 成 部 材 の
放 射 性 核 種 の 付 着 抑 制 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 処 理 液 を 貯 留 す る サ ー ジ タ ン ク と 、 前 記 サ ー ジ タ ン ク 内 の 前 記 処 理 液 を 吸 引 す る 循 環 ポ
ン プ と 、 前 記 循 環 ポ ン プ に よ り 吸 引 さ れ た 前 記 処 理 液 を 原 子 力 プ ラ ン ト に お け る フ ェ ラ イ
ト 皮 膜 形 成 対 象 の 配 管 系 に 供 給 す る 処 理 液 供 給 管 と 、 前 記 処 理 液 供 給 管 に 注 入 す る 鉄 （ II
） イ オ ン を 含 む 第 １ の 薬 剤 を 貯 留 す る 第 １ の 薬 液 タ ン ク と 、 前 記 処 理 液 供 給 管 に 注 入 す る
前 記 鉄 （ II） イ オ ン を 鉄 （ III） イ オ ン に 酸 化 す る 第 ２ の 薬 剤 を 貯 留 す る 第 ２ の 薬 液 タ ン
ク と 、 前 記 処 理 液 供 給 管 に 注 入 す る ｐ Ｈ を 調 整 す る 第 ３ の 薬 剤 を 貯 留 す る 第 ３ の 薬 液 タ ン
ク と 、 前 記 配 管 系 か ら 戻 さ れ る 前 記 処 理 液 を 前 記 サ ー ジ タ ン ク に 戻 す 処 理 液 戻 り 管 と 、 前
記 処 理 液 の 温 度 を ６ ０ ℃ 乃 至 １ ０ ０ ℃ に 加 熱 す る 加 熱 手 段 と を 備 え て い る 、 原 子 力 プ ラ ン
ト 構 成 部 材 の 表 面 に フ ェ ラ イ ト 膜 を 形 成 す る 成 膜 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 配 管 系 を 化 学 除 染 す る 酸 化 剤 と 還 元 剤 の 薬 液 タ ン ク が 、 前 記 処 理 液 供 給 管 に 接 続 さ
れ て い る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 成 膜 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 処 理 液 戻 り 管 に 、 前 記 処 理 液 中 の 汚 染 物 を 除 去 す る イ オ ン 交 換 樹 脂 塔 及 び 混 床 樹 脂
塔 が 切 替 可 能 に 接 続 さ れ て い る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 成 膜 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 処 理 液 供 給 管 及 び 前 記 処 理 液 戻 り 管 の い ず れ か 一 方 に 、 前 記 処 理 液 中 に 含 ま れ る 固
形 分 を 除 去 す る フ ィ ル タ を 設 置 し て い る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 成 膜 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 ２ の 薬 液 タ ン ク は 、 そ の 内 部 で 前 記 第 ２ の 薬 剤 を 生 成 す る た め に 、 酸 素 含 有 ガ ス
注 入 装 置 を 接 続 し て い る 請 求 項 １ ５ 又 は １ ６ に 記 載 の 成 膜 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
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　 貴 金 属 元 素 又 は 貴 金 属 元 素 を 含 む 化 合 物 を 貯 留 す る 他 の 薬 液 タ ン ク が 前 記 処 理 液 供 給 管
に 接 続 さ れ て い る 請 求 項 １ ３ 乃 至 １ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 成 膜 装 置 。
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